
腹部エコー検査とは、超音波をお腹に発信し反射して返ってくる超音波を

画像化することで、臓器の様子を調べる検査です。脂肪肝や胆石、結石、

腫瘍の有無等を調べます。

レントゲンのように放射線による被曝の心配がありませんので、安心して

受けていただけます。

１．検査前のご注意

お腹にゼリーを塗って検査します。前の開きやすい服装でお越しください。

きつい下着やコルセット、ガードル、ボディー・スーツ等の着用はお控えください。

検査前日の夕食は午後９時までにとってください。

検査当日の朝は、絶飲食してください。

薬を服用している方は、検査当日朝は飲まないようにしてください。ただし、心臓や

血圧の薬は服用していただいてかまいません。

糖尿病の内服、インスリン治療をされている方は、医師にご相談ください。

尿がたまっているほうが臓器の様子が見やすくなりますので、検査の１～２時間前から

トイレに行かないでください。

２．検査中のお願い

検査時間は30分程度です。

痛みのない検査ですので、リラックスしてください。
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